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寝屋川市障害者長期計画（第３次計画） 

寝屋川市障害福祉計画（第５期計画）・障害児福祉計画（第１期計画） 

案の概要 

○ 計画の目的 

・障害のある人が“自分らしく”生活するうえでの課題を解決するとともに、社会に参加して共生

するまちづくりを推進するために、基本的な指針となる「障害者長期計画」と、具体的な成果目

標や活動指標を定める「障害福祉計画・障害児福祉計画」を一体的に策定します。 
 

○ 計画の位置づけ 

・障害者長期計画は、障害者基本法（第11条）、障害福祉計画は、障害者総合支援法（第88条）、障

害児福祉計画は、児童福祉法（第33条の20）に基づいて策定します。本市ではこれらの計画を一

体的に策定・推進することで、障害者支援を体系的・総合的かつ計画的に推進します。 

・本市の総合計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略、地域福祉計画や分野別計画等とも連動させ、

ライフステージを通じた多様なニーズに対応する取り組みを、効果的に推進します。 
 

○ 計画の期間 

・障害福祉計画・障害児福祉計画は、国の基本指針に基づき、平成30～32年度までの３年間の計画

として策定します。障害者長期計画は、平成30～35年度までの６年間の計画とし、障害福祉計画

・障害児福祉計画の改定を行う平成32年度に、必要に応じて中間見直しを行います。 

30年度   32年度 33年度   35年度  
             

寝屋川市障害者長期計画（第３次計画）  

             

寝屋川市障害福祉計画（第５期計画） 
寝屋川市障害児福祉計画（第１期計画） 

寝屋川市障害福祉計画（第６期計画） 

寝屋川市障害児福祉計画（第２期計画） 

 

             
 

○ 計画の策定方法 

・３つの計画を密接に連携させるよう、市民や関係団体・機関代表者等の参加によって設置してい

る「寝屋川市障害者計画等推進委員会」での意見交換をふまえて策定します。また、自立支援協

議会を通じて、障害者支援の課題や計画に関する意見を集約し、計画の検討に反映しました。 

・計画に対する市民の意見を広く聴くため、当事者へのアンケート調査や関係機関・団体等へのヒ

アリングを実施しました。さらに、計画素案に対するパブリック・コメントを実施します。 

・障害者支援に関わる事業を実施する部局で構成する庁内連絡会を開催し、連携して事業を推進し

ていくための協議等を行いました。 
 

○ 計画の進行管理 

・障害者長期計画で定めた基本的な方向性の実現に向けて、障害福祉計画・障害児福祉計画の成果

目標や活動指標をふまえて、年度ごとに作成・更新する「計画推進シート」を通じて、ＰＤＣＩ

サイクル（※）によって推進します。 

・これらの取り組みは、計画推進委員会、庁内連絡会、自立支援協議会等を通じて、市民、団体、

事業者と市・関係機関等の多様な主体で協議を行いながら、役割を分担、協働していきます。 

（※）計画（Plan）→ 実行（Do）→ 点検（Check）→ 改善・改革（Innovation）を繰り返すことで、継続的に

改善を進めていく手法です。 
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○ 計画の構成 
 
 
障害者支援の基本理念  障害者支援の推進において共有する視点 

みんなが 

“自分らしく” 

暮らしあう 

まちをつくろう！ 

 （１）《自分らしい生活》 （２）《包括的な支援》 （３）《地域共生社会》 
        を支援する              を推進する            を実現する 

  

 計画期間における障害者支援で重視する考え方 

 （１）多様なニーズに対応する支援を充実する 
（２）「地域共生社会」の実現に向けた障害者支援を推進する 
（３）「公」と「民」の多様な主体が、いっそう協働できるしくみを広げる 

   

  計画期間に重点的に取り組む事項 

  （１）地域生活を支援する取り組みの推進 
（２）障害児支援の充実 
（３）差別解消や虐待防止、意思決定等を含む自立生活支援の取り組みの充実 

   

障害者支援の推進方向  障害者・障害児支援の【成果目標】 

１．一人ひとりに寄り

添う相談と権利擁護の

推進 

 ① 多様な方法を活用した的確な情報伝達の推進 
② 計画相談支援等を活用したきめ細かな支援の推進 
③ 基幹相談支援センターを核とする総合的な相談支援体制の充実 [○] 
④ 成年後見制度の利用と意思決定支援の推進 [○] 
⑤ 差別解消への理解と配慮、調整の推進 [○] 
⑥ 虐待防止への理解と予防・解決に向けた取り組みの充実 [○] 

２．多様な地域生活を

支えるサービス等の充

実 

 ⑦ 地域生活への移行に向けた支援の充実 [◎] 
⑧ 地域生活支援（拠点）システムの推進 [◎] 
⑨ 精神障害者地域包括ケアシステムの構築 [◎] 
⑩ 多様なニーズに対応する介護・生活支援サービスの確保 
⑪ 重度者、発達障害者、難病患者等への支援の充実 [○] 
⑫ 居住型サービスと住まいの確保への支援の充実 
⑬ 自立した生活がおくれる経済的な基盤への支援の推進 
⑭ 障害に配慮した健康づくりや医療の推進 

３．ライフステージを

通じた発達支援の充実 

 ⑮ 子ども・子育て支援と連動した切れ目のない障害児支援体制の整備 [◎] 
⑯ 多様なニーズに対応する療育支援の推進 
⑰ 支援教育・高等教育、生涯学習の充実 

４．自己実現をめざす

就労や社会参加の支援

の充実 

 ⑱ 一人ひとりのニーズに応じた就労への支援の推進 
⑲ 福祉的就労での工賃向上の取り組みの推進 [◎] 
⑳ 障害者雇用等の拡充と定着への支援の充実 [◎] 
㉑ 多様な社会参加の場づくりと参加の支援・条件づくりの充実 

５．安心して心豊かに

暮らせる地域づくり 

 ㉒「地域共生社会」の実現に向けた学習や交流の推進 [○] 
㉓ 市民・当事者による地域での支えあい活動の推進 
㉔ 合理的配慮の視点でのバリアフリー化と配慮・支援の推進 
㉕ 公民の役割を活かした災害への備えと支援体制づくりの推進 
㉖ 防犯・交通安全のためのソフト・ハードの取り組みの充実 

６．障害者支援のネッ

トワークと担い手づく

り 

 ㉗ 自立支援協議会を活かした障害者支援のネットワークの充実 
㉘ 計画のＰＤＣＩサイクルを通じた全庁的な障害者支援の推進 
㉙ 障害者支援の多様な人材の確保 [○] 
㉚ 情報公開や研修による支援の質の向上と安全確保 [○] 

   

  成果目標を実現するうえでの【活動指標】 

  （１）障害福祉サービスの見込量 
（２）地域生活支援事業の内容と事業量 
（３）障害児福祉サービスの見込量 

   

   

  計画推進シート 

  ① 年度の重点事項   ② 年度の取り組み 

「障害者・障害児支援の【成果目標】」について、[◎] は国の基本指針で成果目標として示された事項、 
[○] は個別施策にかかる見直しとして示された事項、その他は障害者長期計画に基づき市が独自に定めた事項です。 

障害者長期計画 

 

【各年度の重点事項】 

 

【推進目標】のうち 

特に重点的に取り組むことを選定 

 

 

【各年度の取り組み】 

 

【推進目標】の体系に沿って 

ＰＤＣＩ（※）を推進 

 

（※） 

Plan(計画) → Do(実行) → Check(点検) 

→ Innovation(改善・改革) を繰り返し、 

継続的に改善をすすめる手法です。 

 

 

【各年度の取り組み】として何をした

か、【推進方向】がどの程度達成でき

たか、 

を評価し、次年度のシートに反映。 

 

障害福祉計画・障害児福祉計画 


